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農業と一言で言っても、

農村地域と都市部では、

規模も出荷の形態も大きく異なります。

消費地に近く、

農業体験を希望する人も多くいる、

都市農業の実態と、法的定義について、

教えていただきました。

農林水産省農村振興局農村政策部都市農村交流課
都市農業室のお話をもとに、編集部で構成

都市農業の現在
い　ま

都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

都
市
農
業
は
、
消
費
地
内
ま
た
は
そ

の
周
辺
で
営
ま
れ
、
新
鮮
な
農
産
物
を

供
給
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

都
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
で
生
産
さ

れ
る
農
産
物
は
、
新
鮮
さ
ゆ
え
に
、
都

市
の
住
民
に
、
現
在
、
大
変
な
人
気
を

博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
の
住
民
の
中
に
は

「『
農
』
に
触
れ
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
が
大
変
多
い
こ
と
が
、
近
年
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
農
」
の
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
や
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
防

災
の
観
点
か
ら
都
市
に
農
地
を
残
す
べ

き
と
い
っ
た
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
の
よ

う
な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
２
０
１
３

年
度
（
平
成
25
）
に
「
農
」
の
あ
る
暮
ら

し
づ
く
り
交
付
金
を
創
設
し
、
都
市
農

業
の
振
興
・
都
市
農
地
の
保
全
の
た
め

の
取
組
み
の
ほ
か
、
市
民
農
園
や
福
祉

農
園
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
の
施
設
整

備
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
園
の
形
態
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
練
馬
区
の
例
で
す
と
区
民
農
園
、

農
業
体
験
農
園
、
観
光
・
交
流
型
農
園

と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

区
民
農
園
は
、
利
用
者
で
あ
る
区
民

が
区
画
を
借
り
農
産
物
を
生
産
す
る
自

己
完
結
型
の
農
園
で
す
。

一
方
、
農
業
体
験
農
園
は
、
農
業
者

が
農
業
経
営
の
一
環
と
し
て
開
設
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
は
、
農
園
開
設
者
か

ら
種
蒔
き
や
苗
の
植
え
付
け
な
ど
の
農

業
技
術
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

利
用
者
は
対
価
を
払
っ
て
農
作
業
に
従

事
す
る
形
態
を
取
り
ま
す
。
農
園
開
設

者
が
作
付
け
栽
培
計
画
を
つ
く
り
、
そ

れ
に
従
っ
て
栽
培
方
法
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
八
百
屋
の
店
頭
に
並
ぶ
も
の
に
負

け
な
い
野
菜
を
収
穫
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
収
穫
祭
や
餅
つ
き
な
ど
、
月
１

回
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
や
定
期
的
な
講
習

会
を
行
な
う
こ
の
よ
う
な
や
り
方
を
広

く
「
練
馬
方
式
」
と
呼
ん
で
い
て
、
質

の
高
い
生
産
物
を
収
穫
で
き
る
こ
と
が

人
気
の
よ
う
で
す
。

都
市
の
住
民
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
駅
に
近
い
ビ
ル
の
屋
上

に
菜
園
を
つ
く
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
功
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
り
、
一
般
の
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農用地区域内の農地
各種の農業振興施策を計画的・集中
的に実施。農地転用は原則として許
可されない

生産緑地
施設などについては効用が短期的な
ものに限定せず、地域の実態に応じ
て必要な施策を実施

市街化区域内の農地
当面の営農継続に必要な農業施策に
限り実施。農地転用は事前に届出を
行なえば可能

都市計画区域外において無秩序な市街化
を防止するために、都市計画区域の規定を
準用する形で規制が設けられている区域

計画的な市街化を図るために区分が定められた区域で
法律上は「区域区分」だが一般的に「線引き」とよばれる

準都市計画区域
今後概ね10年以上に
わたり農業上の利用
を確保すべき土地の
区域

今後概ね10年以上にわたり総合的に農業
の振興を図るべき区域

市街化区域内農地の位置づけ　2009年（平成21）現在
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢について」をもとに編集部で作図
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いなれさ可
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要必に続継農営の面当
地農の内域区化街市

施実を策施な要必て
域地、ずせ定限にのも
効はていつにどな設施

許て
中集

図作で部集編にともを」ていつに勢情るぐめを

平（年9002けづ置位の

 

 
 

 

  

 

　

を出届に前事は
に策施業農な要

じ応に態実の域
な的期短が用効

在現）12成平

都市農業の現在5

人
の
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

都
市
化
が
進
ん
で
住
宅
に
取
り
囲
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
都
市
農
地
も
あ
り

ま
す
。
土
ぼ
こ
り
や
堆
肥
の
臭
い
な
ど

が
問
題
に
な
っ
て
経
営
が
し
づ
ら
い
状

況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
周
辺
に
居

住
す
る
住
民
が
農
作
業
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
農
業
へ
の
理
解
が
進
み
苦
情
が

減
っ
た
、
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
す
。

農
業
の
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
都
市
農
業
者
も
あ
り
ま
す
。

東
京
都
立
川
市
の
鈴
木
農
園
で
は
、
ほ

う
れ
ん
草
や
紫
芋
を
使
っ
た
パ
ン
が
午

前
10
時
の
オ
ー
プ
ン
後
、
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
そ
う

で
す
。
パ
ン
自
体
の
魅
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
て
く

つ
ろ
げ
る
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
緑
に

囲
ま
れ
た
場
の
魅
力
や
雰
囲
気
を
楽
し

み
に
来
ら
れ
る
方
も
多
く
い
る
と
い
い

ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
的
に
は
六
次
産
業
化

に
は
経
験
や
手
間
、
初
期
投
資
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
有
し
、
難
し
い
側
面

も
あ
り
ま
す
。

六
次
産
業
化

農
林
漁
業
者
に
よ
る
加
工
・
販
売
へ
の
進
出
等

（
事
業
の
多
角
化
及
び
高
度
化
）
を
六
次
産
業
化
と

い
う
。
農
林
漁
業
等
の
振
興
等
を
図
る
と
と
も
に
、

食
料
自
給
率
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ

る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の

利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」、
通
称
六
次
産
業
化
法

が
制
定
さ
れ
、
規
定
さ
れ
た
概
念
。

都
市
農
業
の
定
義
（
範
囲
）

「
都
市
農
業
」
は
、
広
義
で
は
「
都
市

と
そ
の
近
郊
地
域
の
農
業
」
を
、
狭
義

で
は
「
市
街
化
区
域
と
そ
の
周
辺
の
農

業
」
を
指
し
ま
す
。

都
市
計
画
法

都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
図
り
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
法
律
。

明
治
時
代
以
降
の
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
建
築

や
都
市
計
画
に
対
す
る
法
整
備
が
必
要
と
な
り
、

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
に
市
街
地
建
築
物
法
と

都
市
計
画
法
（
旧
法
）
が
定
め
ら
れ
た
。
旧
法
は

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）
に
廃
止
さ
れ
、
高
度
成

長
期
の
市
街
地
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
に
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
や
、
開
発

許
可
制
度
を
定
め
た
新
し
い
都
市
計
画
法
が
施
行

さ
れ
た
。

全国

市街化区域内

生産緑地

市街化区域外 市街化区域外

首都圏の都市農地の多くは、市街化区域内に存在する。

首都圏

中京圏

近畿圏

70.7a

全体

89.0a

56.6a

48.6a

畑 水田

25.0

4.6
1.6 6.713.0a 15.1 35.6a4.516.0

23.2 38.1a5.49.46.818.5a 5.6 6.0

12.5 17.4a
1.8

3.120.471.6a 8.8 42.4

15.0 26.6a3.38.313.144.1a 5.9

経営面積の状況（一戸あたりの面積）
農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による「都市農業・
都市農地に関するアンケート結果の概要」をもとに編集部で作図
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国
土
面
積
が
狭
小
で
平
野
部
が
少
な

い
我
が
国
は
、
38
万
h
あ
る
国
土
の

27
％
ほ
ど
は
都
市
計
画
区
域
で
あ
り
、

国
民
の
９
割
が
そ
の
区
域
に
住
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
線
引
き
都

市
計
画
区
域
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

市
街
化
区
域
は
、「
す
で
に
市
街
地

を
形
成
し
て
い
る
区
域
及
び
お
お
む
ね

10
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市

街
化
を
図
る
べ
き
区
域
」
と
定
義
さ
れ
、

都
市
化
に
伴
う
住
宅
供
給
な
ど
に
積
極

的
に
整
備
・
開
発
を
行
な
っ
て
い
く
区

域
と
し
て
区
分
さ
れ
、
国
土
の
約
3.9
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
街
化
調
整
区
域
は
「
市
街

化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
」
と
定
義
さ
れ
、

開
発
行
為
は
原
則
と
し
て
行
な
わ
ず
、

都
市
施
設
の
整
備
も
原
則
と
し
て
行
な

わ
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
新
た
に
建
築
物

を
建
て
た
り
、
増
築
す
る
こ
と
を
極
力

抑
え
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
の
都
市
農
地

農
地
を
課
税
の
面
か
ら
見
る
と
、
市

街
化
区
域
内
の
農
地
と
市
街
化
区
域
外

の
農
地
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
街
化
区
域
外
の
農
地
は
、
農
地
評

価
さ
れ
課
税
も
農
地
課
税
に
な
り
ま
す

が
、
三
大
都
市
圏
の
特
定
市
に
お
い
て
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
宅
地
並
み

に
評
価
さ
れ
、
宅
地
並
み
の
税
金
が
課

せ
ら
れ
ま
す
（
三
大
都
市
圏
の
特
定
市
以
外
の

市
町
村
に
お
い
て
は
、
評
価
は
宅
地
並
み
と
な
る

も
の
の
、
課
税
の
際
に
は
負
担
調
整
措
置
が
講
じ

ら
れ
農
地
に
準
じ
た
課
税
と
な
る
）。

ま
た
、
市
街
化
区
域
内
農
地
で
あ
っ

て
も
、
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ
れ
た

農
地
は
、
市
街
化
区
域
外
の
農
地
と
同

じ
課
税
と
な
り
ま
す
。

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
に
は
面
積

の
規
定
（
５
０
０
g
以
上
）
や
農
地
転
用
が

禁
止
さ
れ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
る
ほ
か
、

指
定
解
除
が
困
難
で
あ
る
（
30
年
以
上
の

営
農
の
確
約
）
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
、
生

産
緑
地
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
躊
躇
す

る
農
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地
は
漸
減

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
街

化
区
域
内
の
一
般
の
農
地
で
営
農
し
て

い
る
方
が
、
相
続
の
際
、
土
地
を
売
買

さ
れ
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

都
市
住
民
の
意
識
の
変
化

２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
都
市
住
民
と

農
業
者
と
自
治
体
の
方
に
、
農
林
水
産

省
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

〈
都
市
農
地
を
保
全
す
る
政
策
に
対
す

る
意
向
〉
と
い
う
こ
と
で
自
治
体
の
農

政
担
当
部
局
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

人
口
密
度
が
５
０
０
０
人
を
上
回
る
よ

う
な
大
都
市
圏
で
は
、「
保
全
し
て
い

く
べ
き
」
と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

都市住民の農地への期待
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢に

ついて」をもとに編集部で作図

食
や
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
場
所

住
宅
地
の
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全

災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
防
災
空
間

季
節
を
感
じ
る
場
所

区
民
農
園
や
収
穫
体
験
な
ど
土
に
親
し
み
自
然
と
触
れ
合
う
場
所

新
鮮
な
農
産
物
生
産
の
場
所

み
ど
り
や
景
観
・
自
然
環
境
の
保
全

都市住民は、都市農地に
多様な価値を見出している。
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都市住民の都市農業・都市農地への評価
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢について」をもとに編集部で作図
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東京に農業・農地を
残したいと思いますか

農業や農空間の
保全について、

最もあなたの考えに
近いものはどれですか

都市住民は、都市農業・都市農地を残していきたいと思う人が多い。
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こ
の
よ
う
に
、
人
口
密
集
地
域
に
お

い
て
は
、
緑
地
と
し
て
保
全
す
る
こ
と

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

大
都
市
圏
で
は
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
、
降
雨
の
土
壌
浸
透
と
水
害
抑

制
機
能
、
精
神
的
な
豊
か
さ
や
安
ら
ぎ
、

多
様
性
の
あ
る
生
態
系
の
保
全
な
ど
、

市
街
化
区
域
の
農
地
に
は
、
農
産
品
の

生
産
だ
け
で
な
い
多
く
の
副
次
的
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
、
近
年
、
強
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

畑
だ
け
で
な
く
水
田
耕
作
を
し
て
い

る
東
京
都
日
野
市
で
は
用
水
路
の
環
境

的
な
価
値
や
貯
水
機
能
を
保
全
す
る
た

め
に
、
都
市
の
住
民
と
農
業
者
が
協
働

で
管
理
す
る
用
水
守
制
度
も
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
に
「
都
市
農

業
を
守
り
、
持
続
可
能
な
復
興
を
図
る
」

と
い
う
基
本
理
念
の
下
、「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で

は
、
都
市
農
業
に
は
、
新
鮮
で
安
全
な

農
産
物
の
都
市
住
民
へ
の
供
給
、
身
近

な
農
業
体
験
の
場
の
提
供
、
災
害
に
備

え
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
、
心
安

ら
ぐ
緑
地
空
間
の
提
供
と
い
っ
た
機
能

や
効
果
が
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
機
能
・
効
果
が
充
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
都

市
住
民
の
理
解
を
促
進
し
つ
つ
、
都
市

農
業
を
守
り
、
持
続
可
能
な
振
興
を
図

る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
都
市
に
お
け
る

都市農業の現在7

「
農
」
の
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
る
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市
民
農
園
・
体

験
農
園
な
ど
に
お
け
る
農
業
体
験
や
交

流
活
動
や
福
祉
農
園
の
拡
大
・
定
着
を

図
る
必
要
性
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

高
塚
泰
誠
さ
ん
（
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村

政
策
部
都
市
農
村
交
流
課
都
市
農
業
室
）
の
お
話

を
も
と
に
編
集
部
で
構
成

取
材
日
２
０
１
３
年
11
月
１
日

都市農地を保全する政策に対する意向
農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による「都市農業・都市農地に関するア

ンケート結果の概要」をもとに編集部で作図
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全体

人
口
密
度
別

圏
域
別

首都圏

中京圏

近畿圏

地方圏

人口密集地域（5000～人／㎢）ほど、都市農地の保全に積極的。
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賛成 どちらかと言えば賛成 どちらでもない どちらかと言えば反対 反対

主要都市における農産物の部門別農業産出額の割合
農林水産省「生産農業所得統計（平成 18年）」をもとに編集部で作図

全国

東京特別区

横浜市

名古屋市

大阪市

都市での農業生産は野菜が中心。消費地内で、
新鮮な農産物が生産、供給されている。
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22 24 9 5 3 31 8

79 4 13 212

2 62 10 6 4 13 3

23 46 5 9 4 10 4

5 71 16 1 7

米 野菜 果実 花卉いも類 畜産 その他

農産物の販売金額
農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による

「都市農業・都市農地に関するアンケート結果の概要」をもとに編集部で作図

0 50 100%

全国

首都圏

中京圏

近畿圏

首都圏では、他地域に比べて販売金額が大きい。

販売なし～ 100万円 ～ 300万円 ～ 700万円 700万円～ 販売なし～ 100万円 ～ 300万円 ～ 700万円 700万円～

15.935.6 20.1 15.9 12.5

5.924.7 26.7 25.4 17.3

23.954.8 12.4 3.6 5.3

27.743.8 13.3 6.9 8.3


